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第 21回合志市地域公共交通協議会 

 

[日時]平成 24年 4月 26日（木）午前 10時 30分～ 

[場所]合志市役所 2階大会議室 

[欠席者] 合志市 PTA連絡協議会 吉永委員、熊本県タクシー協会 杉野委員、熊

本県自動車交通労働組合 重光委員、熊本運輸支局 古川委員、熊本河川国道事

務所 坂元委員、熊本大学 溝上委員、合志市ボランティア連絡協議会 今村委員 

[代理出席]大津警察署 田中様 

[事務局]  濱田政策部長 内田企画課長、北里課長補佐、坂田主査 

[公開非公開の別] 公開 

 

内田課長：定刻になりました。挨拶から始めます。「こんにちは」 

    ご着席ください。本日は足元の悪い中、足をお運びくださいまして大

変ありがとうございます。ただいまから第 21回合志市地域公共交通協

議会を開催いたします。 

     最初に改選に伴います、委嘱状の交付を行ないます。本来ならば、

皆様方のお手元にお渡しするところですが、時間の都合で代表の区長

協議会副会長の犬童正洋様に代表でお受け取り願います。 

荒木市長：（委嘱状の交付） 

内田課長：皆様方には予め机上に配付しておりますので、ご了解のほどよろし

くお願いいたします。 

     続いて市長の荒木義行がご挨拶申し上げます。 

荒木市長：皆様、こんにちは。今日は第 21回合志市地域公共交通協議会という

ことで、先ほど課長から話しがありましたとおり、足元の悪い中、ま

た連休が控えております、大変慌しい中、協議会にご出席くださいま

して、心から御礼申し上げます。また、引き続き委員をしていただけ

る方、今回から新たに委員をお引き受けいただいた方々、それぞれい

らっしゃいますが、皆さん方のご意見に行政がしっかりと耳を傾け、

市民の皆さんの移動手段の確保ができるように頑張ってまいりたいと

思っています。しかし、現実には私も熊本市で会議がある場合、夕方

には時間が読めません。そのため、電鉄電車を利用したり、光の森か

らＪＲを使って熊本市に出かけることもあります。やはり時間が読め

る乗り物は大変ありがたいし、高校生などが高齢者に席を譲る姿を見

るに、いい光景を目にしたなと感じて、一日が幸せになります。こう

いった公共交通は、利用する人達にとっては無いと困るものです。市

の公共交通は、地域座談会などに行きますと、路線や本数の増便等に
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関する要望が多く聞かれます。要望に応じて投資をしていけば、より

良いものができますが、利用がなければ税金の無駄遣いと指摘される

方もいらっしゃいます。一長一短ありますが、私達は障がいをお持ち

の方や、高齢者で車の運転ができない方々の満足度を高めていく努力

はしていかなければならないと思っています。しかし、現実的には批

判の多い公共交通でありますし、域内だけの交通だけを考えていると

限界が見えてきますので、他機関や広域での連携強化が必要です。熊

本都市圏協議会において、公共交通の連携に関してはどこの自治体も

関心をもっています。ただ、事業体が違いますので、公民の連携が理

想どおりにできない大きな壁があります。こういったものを乗り越え

ながら、近隣自治体、国県の支援を受けながら公共交通機関の充実を

さらに行なっていきたいと思っています。どうか委員の皆様には合志

市が置かれている現状、利用者の現状をふまえてご提言をいただけれ

ばありがたいと思います。これから皆様方に大変お世話になりますが、

今後ともご助言とご協力を心からお願い申し上げ、冒頭にあたっての

お願いのご挨拶にかえさせていただきます。 

内田課長：市長はこの後、公務がありますので退席いたします。 

    続いて、委員と事務局の紹介をいたします。委員は次第の裏面に名簿

を付けていますので、この名簿で紹介にかえさせていただきます。名

簿に１点修正があります。番号の 10番、塚本秀典様です。団体名をＮ

ＰＯ法人くまもとＬＲＴ市民の会としておりますが、正式にはＮＰＯ

法人くまもとＬＲＴ市民研究会です。お詫びして訂正いたします。そ

れから、今日の欠席の方のご報告です。７番の吉永委員、16 番の杉野

委員、19 番の古川委員、21 番の坂元委員、25 番の溝上委員、29 番の

今村委員です。それから、事務局です。今後皆様方に顔と名前を覚え

ていただいて、何なりと申し付けていただきたいと思いますので、事

務局は自己紹介をいたします。 

濱田部長：政策部長の濱田です。昨年から引き続きよろしくお願いいたします。 

内田課長：４月から企画課長になりました、内田と申します。よろしくお願い

します。 

北里補佐：政策部企画課政策企画班の班長をしています、北里と申します。ど

うぞよろしくお願いします。 

岩田主幹：政策部企画課政策企画班の岩田と申します。どうぞよろしくお願い

します。 

坂田主査：政策部企画課政策企画班、公共交通の担当に４月からなりました、

坂田と申します。どうぞよろしくお願いします。 



 

3 
 

宮本主事：政策部企画課政策企画班の宮本です。昨年度に引き続きになります。

どうぞよろしくお願いします。 

内田課長：続きまして、会長、副会長の選出です。協議会設置要綱第３条の規

定によりまして、会長、副会長は委員の互選になっています。自薦他

薦問わず何かご意見等ある方はお願いいたします。 

     なければ、事務局の案を申し上げてよろしいでしょうか。会長には

１番、合志市の副市長であります、藤井勝公様。副会長には 25番、熊

本大学の溝上章志様です。溝上様は本日欠席されていますが、事前に

ご了解をいただいています。皆様方のご賛同をお願いします。 

（異議なし） 

内田課長：それでは、会長を藤井副市長、副会長を溝上委員ということでお願

いをしたいと思います。 

    それでは、会長から一言お願いします。 

藤井会長：昨年に続きまして、本会の会長を仰せつかりました。これからまた、

皆さん方と、色々ご指導いただきながら、本協議会を運営していきた

いと考えています。市長からも挨拶がありましたが、この協議会は市

民に取りましても行政に取りましても大変重要な会です。実りある会

にしていきたいと思いますので、今後ともご協力のほどよろしくお願

いしたいと思います。今日は報告事項と協議事項があります。どうぞ

今後ともよろしくお願い申し上げます。 

内田課長：それではさっそく議題に入ります。議事の進行に関しては協議会の

規約によりまして、会長が議長を務めることになっています。この後

の進行については会長に議長をお願いいたします。 

藤井会長：それでは、進行いたしますのでよろしくお願いします。６番の議題

に入りたいと思いますが、始めに２点報告事項がありますので、担当

から説明させます。 

坂田主査：報告事項の(1)です。平成 23 年度各事業実績です。資料の３ページ

をお開けください。平成 23 年度レターバスの運行実績です。平成 23

年の４月から平成 24年の３月までの１年間分です。上から一日の平均

利用者数、一便あたりの平均利用者数、運行経費、運賃収入、委託料、

一人当たりの市の負担額を記載しています。まず、利用者数ですが、

一年を通して平均で約 3600人の利用があっています。６月までは一日

６ダイヤ、７月からは５便に減らして運行しております。便数を減ら

したにも関わらず、平均して利用されており、一便あたりの利用人数

も７月から約 2 倍で推移しています。一便減らしても利用者が減らな

かったということは、ある程度利用者が定着してきているのではない
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かと考えています。また、８月と３月に少し多くなっていますが、学

生の夏休みと春休みの影響で光の森への利用ではないかと考えられま

す。一人あたりの市の負担額ですが、一便減らしておりますので、金

額も下がっています。続きまして４ページです。平成 23年度の循環バ

スの運行実績です。循環バスについては、８月から利用の少なかった

コース、合生・上生線、合生・御代志線、後川辺線については、乗り

合いタクシーで対応していることから、数字が上がっていない路線も

あります。Ｃコースはある程度定着し、徐々に多くなっています。そ

の他の便についても、同じような利用人数で推移をしています。今後、

利用者が増えれば一人あたりの市の負担額も減っていくという状況で

す。続いて５ページです。平成 23年度の乗り合いタクシーの運行実績

です。さきほど申し上げたとおり、合生・上生線、合生・御代志線、

後川辺線については、平成２３年８月からバスの車両から乗り合いタ

クシーの車両に変えて運行しております。その利用人数と運行経費を

記載しております。利用人数については、各月同じように推移してお

ります。合生・上生線につきましては、利用が少なかったことから、

４月から予約型を導入して運行している状況でございます。２３年度

の各事業の実績については以上でございます。 

藤井会長：実績につきましては、一部字が小さくて見づらい点があり申し訳あ

りませんが、ご意見等ございましたらお寄せいただければと思います。 

犬童委員：一つだけ質問をします。３ページの２３年度レターバス運行実績の

中で、運行経費のところで、平成２３年６月が約３６０万円、平成２

３年１０月が約２４０万円。利用者数はほとんど変わらないのに、平

成２３年６月が約１２０万円多いが、この部分がどういう内容なのか

説明していただきたいと思います。 

坂田主査：今のご質問ですが、６月、７月で運行経費が下がっているというご

質問ですが、これは７月にダイヤ改正をしておりまして、６月までは、

レターバスを右回り、左回り１日６便走らせていましたが、ダイヤ改

正をいたしまして、１日５便とし、両回りとも１便減らしている関係

上、運行経費が下がっているという状況でございます。 

藤井会長：便数を減らしたということが主な理由のようでございますが、よろ

しいでしょうか。ほかにございませんでしょうか。 

藤井会長：なければ、次の議題に進んでよろしいでしょうか。時間の関係もご

ざいますので、次の平成２４年度の予算及び事業計画をご説明申し上

げます。お願いします。 

坂田主査：続きまして、資料の６ページになります。この平成２４年度の予算
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及び事業計画につきましては、前回の第２０回会議で各委員からの了

承をいただいておりますが、３月議会前でございました。今回は、議

会承認いただきましたので、改めて報告するというところでございま

す。まず、歳入でございます。国庫補助、県補助、諸収入ということ

で、国、県の補助金プラス、コミュニティバスの広告収入でございま

す。金額につきましては、後ほど別添資料で説明させていただきます。

続きまして、歳出の部分でございます。まず NO１の協議会運営事業で

ございます、協議会年４回、作業部会年４回を開催予定しております

が、作業部会等々の進捗状況によって、回数は変更になるかも知れま

せんのでご留意いただきたいと思います。 

続きまして、NO２の地域公共交通計画実施事業でございます。大き

くコミュニティバス、乗り合いタクシーと分かれています。コミュニ

ティバスはレターバスと循環バスを運行していますが、レターバスに

ついては、後ほど協議させていただきますが、平成２４年７月からダ

イヤ改正を予定しております。また、循環バスにつきましては、同じ

く平成２４年７月から須屋線につきまして、運行曜日の変更を今回協

議していただきたいと思います。 

次に、乗り合いタクシーです。路線運行は、現在３ルートで運行中

でございます。区間運行では、利用の少ない合生・上生線で４月３日

から予約型を導入いたしまして運行しております。 

続きましてパークアンドライド駐車場管理運営事業です。これは、

電鉄の新須屋駅に駐車場施設を整備しておりまして、熊本電鉄㈱に管

理・運営をお願いしております。次に 7 ページのＪＲ光の森駅駐輪場

維持管理負担金支出事業です。これは、JR 光の森駐輪場を菊陽町が管

理しておりますが、合志市からも利用者があるということで、一部負

担をしているところでございます。次に５番の翔陽高校線運行委託事

業です。現在、御代志駅から市内を回って翔陽高校へ通学用のバスを

走らせています。今後も学校と協議しながら運行していくことで進め

ていきたいと思います。次に６番の湯ったり乗ったり弁天カード（定

期券）発行及び入浴料補助事業でございます。これはレターバス等で、

定期券を買っていただければ、ユーパレス弁天の入浴料も安くなると

いうセットの定期券でございます。その運賃と入浴料の安くなった分

を補助金として支出しています。７番の啓発・利用促進活動というこ

とで、特に、上から５行目ですが、おでかけサポーター養成事業を実

施し、広く市民の方にこのサポーターになっていただいて、レターバ

スのことや利用の仕方を広めていただき、利用促進につなげればとい
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うところでございます。続きまして８ページですが、協議会・作業部

会の開催予定一覧でございます。次に別紙の資料で、右上に参考資料

としておりますＡ４の一枚紙でございます。平成２４年度の各事業費、

国・県の補助金、市の一般財源がどれくらいかかっているかを一覧に

したものでございます。見ていただくと分かりますとおり、上から２

番目の地域公共交通計画実施事業については、国・県の補助があって

おりますが、他の事業については、すべて市の一般財源でまかなって

おります。最後の合計の欄ですが、４,８００万円強の事業費がありま

すが、国・県の補助金が５４０万円強、市の一般財源が約４,３００万

円で、９割近くが市の一般財源であり、それで運営しているところで

ございます。今後、利用者が増えれば、市の一般財源率も下がってく

るのではないかと思いますが、これぐらい事業費がかかっているとい

うところをご認識いただければというところで今回資料を出させてい

ただきました。平成２４年度の予算及び事業計画についての説明は以

上でございます。 

藤井会長：ただいまの、予算、事業計画、参考資料を含めまして、ご意見、質

問等ございませんでしょうか。大きな７事業を２４年度実施予定事業

ということでお示しし、説明しておりますが、ご質問ございませんで

しょうか。 

     このようなことを引き続き考えておりますので、報告という形でご

了解をいただきたいと思います。時間の関係もございますので、先に

進めてよろしいでしょうか。 

それでは、報告事項２点はこれで終わらせていただきたいと思いま

す。それから、次に協議事項ということで３点ほどありますので、一

つずつご説明申し上げます。まず、要綱等の改正を説明してください。 

坂田主査：資料の９ページをご覧ください。今回、国の補助事業のメニューが

変わりまして、「公共交通確保維持改善事業費補助金」となりました。

その補助金を申請する際には、後でご説明いたしますが、生活交通ネ

ットワーク計画を策定しないと国への申請ができないということにな

っております。なお、当該計画は当協議会の承認が必要でございます。 

したがいまして、新たに、赤字部分の（３）で生活交通ネットワーク

計画の作成及び変更に関する協議等について連絡・調整していただく

という文言を付け加えさせていただきました。また、資料の１１ペー

ジになりますが、これも内容は同じでございます。第２条の第１項第

６号で、赤文字で追加しております、生活交通ネットワーク計画の作

成に関する事項等々について、今回追記させていただいたところでご
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ざいます。先ほど申し上げましたとおり、国庫補助を申請するにあた

り、必要な計画でございますので、今回規約の変更を提案させていた

だいたところでございます。事務局からは以上でございます。 

藤井会長：設置要綱と規約、ここで赤色で記載している部分です。これは申請

上どうしても必要な部分で、協議会でのご承認が必要となりますので、

この部分を付け加えております。ご質問、ご意見等ございませんでし

ょうか。 

なお、附則の施行日は空けていますが、ご承認をいただいてからと

いうことで、ご承認いただければ、本日からということで事務局は考

えています。ご意見等ございませんでしょうか。 

藤井会長： それではこの文言を付け加えるということで、ご承認いただけます

でしょうか。 

委  員：「はい」の声 

藤井会長：みなさんのご承認をいただいたと言う事で、本日付で施行します。

続きまして、協議事項の２の説明をお願いします。 

坂田主査：はい。協議事項の２です。地域公共交通確保維持事業費補助金（国

庫）にかかる生活交通ネットワーク計画案の承認についてです。資料

は１３ページです。さきほど説明しましたとおり、どうしても国庫補

助金の申請の際に必要な計画となります。スケジュール上、６月末ま

でには国に提出しなければなりません。このネットワーク計画の内容

ですが、国庫補助金の交付要綱の中にこういう文言や事項について記

載しなさいという規定があります。それについては、１４ページの目

次に記載しています。１番に目的・必要性、２番目に定量的な目標・

効果、３番目に運行を確保・維持する運行系統の概要及び運行予定者、

４番目に運行費用・負担額、５番目に事業を行う地域の概要、６番目

に協議会の開催状況、７番目に利用者等の意見の反映状況、８番目に

協議会メンバーの構成、この８項目については記載必須項目となって

いますので、これに基づき計画を作っています。 

１５ページを開けてください。地域公共交通確保維持事業に係る目

的・必要性①です。ここでは、背景と目的を記載しています。内容は、

本市における公共交通の現状や社会環境及び公共交通を再編し、地域

の住民の移動手段を確保するためであることを記載しています。 

１６ページは、必要性を記載しています。本市は、大きく異なる生

活圏が３つあります。また、熊本市方面への熊本電鉄やＪＲなどの利

用を希望する声が多いため、鉄道駅を主要の乗り換え拠点とし、そこ

に至るまでの公共交通手段を強化する必要があるのではないかと記載
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し、「地域ごとの生活圏に対応した生活支援交通及び市内移動手段の路

線を運行する。」「鉄道駅やバスターミナルの拠点性を高めるフィーダ

ー路線の運行が必要である。」「路線の運行とあわせて、公共交通ガイ

ドマップの作成等の利用促進策も必要である。」と必要性を記載してい

ます。 

続きまして１７ページです。定量的な目標・効果です。地域公共交

通の空白地帯を改善して、公共施設、大規模商業施設、病院及び鉄道

駅等への生活交通を確保することを目標として、① 市民の移動手段の

確保② 交通渋滞の緩和と環境対策③ 安心・安全で質の高い輸送サー

ビスの提供④ 多様な主体との参加と連携、この４つを基本目標として

います。定量的な目標は、表に４つ記載しています。公共交通機関を

利用している人の割合、公共交通機関を使った市内外への移動での乗

り換え乗り継ぎが円滑にできている思う人の割合、鉄軌道（熊本電鉄

や JR）を使って移動が円滑にできていると答えた市民の割合、バスを

使って移動が円滑にできていると答えた市民の割合について、平成２

４年度と２６年度の目標値を記載しています。この計画は、３年間と

なっていますのでこの目標値としています。成果指標は、合志市総合

計画（第２期基本計画）を基にこの指標としています。この指標につ

いては、毎年市民３０００人に同じ質問項目でアンケートをとってい

ます。 

続きまして、１８ページです。効果に関する項目です。目標を達成

することにより、次の効果が期待されますということで、４つ記載し

ています。市民の市内外の移動が円滑にできる、市民生活における地

域間格差の解消、市民（特に交通弱者）の社会参加の増加による地域

活性化、環境対策（ＣＯ２削減）への寄与、これを効果とし記載して

います。 

続きまして、１９ページです。運行系統の概要及び運行予定者とい

うことで、現在、熊本電鉄をはじめ市内タクシー事業者に委託して運

行していますので、それを記載しています。真ん中にある確保維持事

業に要する国庫補助額は、国が示している計算表に基づいて算出して

いる金額です。 

続きまして、２０ページです。４ 地域公共交通確保維持事業に要す

る費用の総額、負担者及びその負担額ということで、資料は２３ペー

ジから２８ページまでです。これは、国で決められた様式となってい

ます。内容の説明は割愛いたします。５地域公共交通確保維持事業を

行う地域の概要というところで、資料２９ページに記載しています。
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人口集中地区以外というのは、バス停から半径１キロにかからない地

域になります。交通不便地域については、国に申請し認定が必要にな

ります。 

続きまして、２１ページです。６ 協議会の開催状況と主な議論とい

うことで、当協議会は、平成２０年４月に設立され、法定協議会とし

て位置付けられています。これまで、２０回の会議を重ね、地域の公

共交通の維持・活性化等の取り組みについて協議を行なってきました。

承認案とありますが、今回、委員のみなさまからご承認をいただきま

したら、この部分は、承認を得たということで記載し国に申請したい

と考えています。 

続きまして、２２ページです。７利用者等の意見の反映状況という

ことで、当協議会の構成委員の中に、市民・利用者代表として、市区

長連絡協議会をはじめ、各団体から参画いただいており、地域住民や

利用者目線での意見をいただき、計画策定及び路線バス等の運行等に

反映させ事業を実施していると記載しています。 

地域住民や利用者の目線でご意見を頂いて、いろいろと協議をし、

路線を運行したり利用促進策など、利用者の意見を反映させて事業の

実施をしていくということを記載しています。 

また、その下の 8 番の協議会のメンバーの構成のところで、別紙の

とおりとしておりますが、今回の資料には添付しておりません。今回

の協議の委員さん及び今回承認いただきました要綱等を一緒に添付し、

国へ申請したいと考えています。 

事務局から説明は以上です。 

藤井会長：ただいま、事務局からご説明申し上げました、たいへん長い説明に

なりました。21 ページの資料で、ご承認をいただく案として「合志市

生活交通ネットワーク計画」という文言、国に申請する上で、ご承認

いただければこの名称で申請したいということも含めて、説明申し上

げました。ご質問、ご意見等ありますか。このような形で国に申請し

たいと考えていますが、いかがでしょうか。 

22 ページの、利用者等の意見を反映して、というところもあります

けれども、今日は本協議会の中で、こういう方にメンバーになってい

ただいているわけですが、なにかご意見ございませんか？ 

ご承認いただければこの形で国に提出したいと思いますが、よろし

いですか。 

委  員：「はい」の声 

藤井会長：ありがとうございました。 
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それでは、協議事項の③レターバスの時刻表改正及び乗り合いタクシ

ーの運行日の変更について、事務局、説明をお願いします。 

坂田主査：続きまして、協議事項の③レターバスの時刻表改正及び乗り合いタ

クシーの運行日の変更について、資料の 30ページ、31ページです。 

まずは資料の 30ページをご覧ください。今回のレターバス及び循環

バスの時刻表及び運行日の改正につきましては、前回の第 20回協議会

の中で変更するということについては、各委員から了承をいただいて

いるものです。 

時刻表について時間設定の理由を 30ページの一番下に記載していま

す。 

まず、朱書きで表記していますが、①両回りとも、第１便について

は、ＪＲ光の森駅での乗り換えを考慮し設定しています。JR 光の森駅

の左回りの便が 7：48 着。現在の時刻表ですと熊本駅方面が 7：52 発

だったかと思います。それを過ぎると 8：05 発だったかと思います。

その前に着くように、ということでこの時刻に設定しています。右回

りについては、JR 光の森駅が 7：19 着です。7：21 発に接続できるよ

うに設定しています。②両回りとも、第 2便については、合志庁舎（ヴ

ィーブル）に 10時前に到着するよう設定しています。これは以前から

レターバスのダイヤを設定する際に設定する根拠として挙げられてい

た形のまま設定しました。 

次に、今回の大きな改正の 1 つです。③両回りとも第 3 便以降は、

ゆめタウン光の森において、帰りの便に 2 時間の間隔を取るよう設定

しています。これはすぐには分かりづらいかと思いますが、現在のダ

イヤですと、オレンジ色の左回りでいうと第 3 便のゆめタウン光の森

に 12：26 着です。それに対して帰りの便、逆回りの緑色の右回り第 4

便ゆめタウン光の森発が 16：13と約 4時間程度、時間があいて利用し

にくいという意見もあり、今回ダイヤの変更をしたところです。 

今回の変更で、全て概ね 2 時間で利用できるようにダイヤの設計を

しています。 

例えば、左回り第 3便 12：01にゆめタウン光の森に到着し、帰りの

便、右回りの第 4 便 13：53 と 2 時間弱とっているというところです。

他の便についても、ほぼ 2 時間で利用できるよう時間設定をしていま

す。 

併せて、資料の 31ページに循環バスの時刻表を添付しています。 

左から合生・上生線（火・木・土）、次の合生・御代志線も同じく（火・

木・土）、一つ飛ばして、日向・新迫線も同じく（火・木・土）、後川
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辺線も（火・木・土）、となっており、資料の真ん中の須屋線だが（水・

金・日）の運行です。これを全て（火・木・土）の運行日と変更した

いと考えています。これは「憩いの家」のカラオケ利用日が（火・木・

土）ということでカラオケを利用したい人と運行日が合っていないと

いうことから、今回（火・木・土）に運行日を変更したいというとこ

ろです。 

事務局からは説明は以上です。 

藤井会長：増便したレターバスの待ち時間が短くなったという変更点、それか

ら循環バスの須屋線も運行日を（火・木・土）に揃えることを主な変

更点として、7月 1日からの改訂を予定していますが、利用者からの要

望を踏まえてこのようにしています。いかがでしょうか。 

犬童委員：質問します。 

（１）バスは何台で運行しているか。 

（２）時刻について、例えば杉並台で見た場合、団地に入ってから出

るまでの時間が 2 分しかない。何が言いたいかというと、実際かなり

スピードを出して団地内を運行している。この時刻設定だと運転手は

時間を気にしてスピードを出さないと時刻とおりには運行しないので

はないかと思う。もう少し、運転手に余裕があるような時刻を設定し

てもらいたいと思います。 

坂田主査：バスの台数ですが、現在、右回りと左回り 1 台ずつで運行していま

す。 

小田原委員：時刻については、安全運行が大事なので、実態を調査し余裕をも

たせるようにしたい。今回のレターバスの時刻表を見ると、各バス

停でできるだけ時刻がバラバラにならないようになっている。例え

ば、杉並台だと、左回りで 3便目以降は 13分、13分、13分、6便目

は 23分となっている。できるだけ、利用者に分かりやすい時刻設定

をしている。また、バスは交通渋滞や天候やバスの利用人数等で運

行時間が左右される。そういった中で、バスが一時的に待機できる

ような場所を何箇所か設定しており、そこで調整している状況であ

る。団地内を運行する際は運行速度を落とさないと、安全面の問題

もあるので改善ができるのであれば検討したい。 

通過時間の考え方など、各バス停の所要時刻の見直しは再度検討

したい。 

なお、バスの台数について、レターバスが右回り左回り 1台ずつ。

循環バスは現行 1台で運行しているが、7月以降は同じ曜日に運行日

が統一されるのでバス 2 台での運行を予定している。他の小型のバ
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スは 2 台予備車輌を所有している。事故時故障時には代替車輌で運

行している状況である。以上です。 

藤井会長：事務局で協議しながら進めていきたいと思います。 

他にご意見ございますか。 

関 委員：老人クラブは、たまにユーパレス弁天に行こうかという話が出るこ

とがある。ところが、レターバスだとユーパレス弁天まで 1 時間かか

る。1時間の移動であれば、阿蘇まで行ける。わざわざ 1時間もかけて

レターバスでユーパレス弁天まで･･･という話になり、ユーパレス弁天

だけではなく、何箇所かは停まっても、専用のバスが運行すれば老人

会のおじいちゃんおばあちゃんもユーパレス弁天に行けるんだよねっ

てよく話がある。わざわざお風呂入りに１時間もかけて、ちょこっと

お風呂に入ってまた１時間かけて帰ってくるっていうので「なかなか

行かないよ」という方もいらっしゃる。それであったら歩いてさんさ

んの湯に行ったほうが近いよとかいろんな意見がありますので、何か

ユーパレス弁天までの短縮した専用のバス路線ができれば、もっと利

用ができるのではないかと考えます。 

藤井会長：今のご意見については、路線等のいろんな問題が絡んでくるため、

検討させていただくこととしたいがよろしいでしょうか。 

関 委員：はい。お願いします。 

坂田主査：関委員のご意見についてお答えします。レターバスは１周１時間半

かかり、時間がかかりすぎる等の意見をいただいています。今後、ル

ートや運賃等について、当協議会の下部組織である作業部会において

検討したいと考えています。 

    作業部会について資料の P11 の協議会規約第 4 条に謳ってあります。

作業部会員については、主に当協議会市民代表委員から選出したいと

考えています。 

藤井会長：資料 P8に作業部会の開催について計画してある。改めて事務局から

連絡があるのでよろしくお願いいたします。 

西郷委員：今日はレターバスを利用して来ました。私が今まで乗ったレターバ

スは全て 10分遅れであった。ＪＲ光の森駅での接続を考えるのであれ

ば、余裕を持っていかなければならない。そのあたりが問題ではない

かと考えます。また、利用者（属性等）が変わってきていると感じま

した。すずかけ台くらいから人がたくさん乗ってきて光の森に行くの

かと思ったがその手前で降りたので、病院等への利用なのかと思った。 

藤井会長：公共交通の啓発や広報等をどんどん行なって、利用促進を進めて行

きたい。 
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山野委員：平成 24年度事業の予算について、実施事業がメインであり、予算の

ほとんどを占めている状況である。 

     レターバスについては、市の所有であるのか。また、運行経費の単

価（内訳）等について説明をいただきたい。と言うのも、実施事業予

算の大きい金額の中で、啓発にかかる費用が 25千円しか計上していな

い。今後、啓発等を行なっていくのであればここの費用を増やさなけ

ればならないのではないかと思います。予算の中で一番大きなところ

を変更できるのであれば、啓発等の費用にまわせるのではないかと考

えまして意見いたしました。 

藤井会長：単価等の細かい数字については、資料を持ち合わせていないので、

後日説明することとしたいがよろしいでしょうか。 

山野委員：はい。 

藤井会長：それでは、レターバスの時刻表改正及び乗り合いタクシーの運行日

の変更については、ご承認いただけますでしょうか。 

委  員：「はい」の声 

藤井会長：ありがとうございました。それでは、熊本運輸支局桑島委員に本日

の会議の総括的なご意見をいただきたいと思います。 

桑島委員：ただいま紹介いただきました熊本運輸支局の桑島です。 

     公共交通の確保は大きな社会的課題であり、公共交通サービスのニ

ーズも多様化・高度化しています。合志市におかれましてはこれに対

応するため、逸早く公共交通協議会を設置され、これまで 21回の協議

を行ない、コミュニティバス等を運行され、運輸支局としても、市の

積極的な対応に大変感謝しております。私は今年の人事異動により初

めて当協議会に出席させていただきました。感想としては、コミュニ

ティバス・乗り合いタクシー等を効率良く運行されております。これ

に、本日協議のありました生活交通ネットワーク計画にありますよう

に、電車及び幹線バス路線をうまく活用し連携させ、乗り継ぎがスム

ーズに行くことにより、住民の方の使い勝手が良くなり、公共交通の

利用促進に繋がります。今後、公共交通が更に発展する取り組みを実

施していただければと思っております。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

藤井会長：ありがとうございました。 

     次回の協議会の開催は、平成 24 年 9 月下旬頃を予定しております。

改めてご連絡いたします。 

     委員の皆様からご意見がなければ、これで議長の役を終わらせてい

ただきます。ご協力ありがとうございました。 
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内田課長：次回の協議会開催については、作業部会の進捗状況を見ながら、今

のところ 9月下旬としたいと考えております。 

     委員の皆様からご意見がなければ、これで閉会とさせていただきま

す。 

 


